
第1回中央委員会

２
０
１
４
年
２
月
９
日
（日
）９
時
よ
り
、
東

洋
交
通
２
０
１
会
議
室
に
て
第
１
回
中
央
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

筒
井
副
執
行
委
員
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
、

次
に
議
長
・
書
記
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

議
長
に
は
鈴
木
正
徳
氏
、
書
記
に
は
高
田

知
義
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
福
島
書
記
長
よ
り
中
央
委
員
の

出
欠
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

定
数
１
６
名
中
、
出
席
１
２
名
、
欠
席
４
名
、

委
任
状
３
通
に
て
組
合
規
約

第
１
８
条

④

中
央
委
員
会
は
構
成
員
の
３
分
の
２
以
上
の

出
席
を
以
て
成
立
し
、
議
事
は
出
席
中
央
委

員
の
過
半
数
の
賛
成
で
決
し
、
可
否
同
数
の

場
合
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

規
約
に
基
づ
き
、
第
１
回
中
央
委
員
会
は

成
立
し
て
い
る
こ
と
を
鈴
木
議
長
が
宣
言
し

ま
し
た
。

今
回
の
中
央
委
員
会
は
２
０
１
４
年
春
闘
の

要
求
決
定
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
が
、
上
部
団

体
か
ら
の
脱
退
、
及
び
新
た
な
上
部
団
体
へ
の

加
盟
に
つ
い
て
、
臨
時
大
会
に
提
案
す
る
重
要

な
内
容
を
決
議
し
て
頂
き
ま
す
。

初
め
て
参
加
す
る
中
央
委
員
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
先
輩
の
中
央
委
員
の
方
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
と
い
う
見
本
を
見
せ

て
頂
き
、
新
し
く
中
央
委
員
に
任
命
さ
れ
た
方

は
３
０
名
に
１
人
の
代
表
と
し
て
こ
こ
に
い
る
と

い
う
自
覚
を
持
っ
て
発
言
を
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
月
２
７
日
に
新
法

が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
特
定
地
域
だ
っ

た
と
こ
ろ
が
全
て
準
特
定
地
域
に
基
準
を
下
げ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
状
況
で
す
。
４
月
に
は

運
賃
の
問
題
、
消
費
税
の
転
嫁
に
伴
う
問
題
が

あ
る
の
で
、
そ
の
後
に
特
定
地
域
が
決
ま
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
状
で
は
、
準
特
定
地
域
に
さ
れ
て
し
ま
う

と
新
規
参
入
や
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
増

車
が
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
可

能
な
状
況
で
す
。
全
体
が
減
車
の
方
向
で
進
ん

で
い
る
の
に
、
自
分
の
所
だ
け
は
増
車
を
し
た
い

と
身
勝
手
な
こ
と
を
言
う
事
業
者
が
増
え
て
き

ま
す
。
私
た
ち
の
賃
金
・労
働
条
件
を
改
善
す

る
た
め
に
、
引
き
続
き
利
用
者
、
事
業
者
、
行

政
、
地
域
協
議
会
に
働
き
か
け
、
特
定
地
域
に

指
定
さ
せ
る
運
動
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（１
）
２
０
１
４
年
賃
金
要
求
に
つ
い
て

①
月
例
賃
金

一
、
能
率
給
の
「足
切
り
」を
、
現
行
４
５
，

０
０
０
円
か
ら
４
２
，
０
０
０
円
に
減
額

す
る
事
。

二
、
残
業
時
に
能
率
給
の
越
高
が
、
残
業
１

時
間
当
た
り
に
加
算
さ
れ
る
金
額
を
、

４
，
０
０
０
円
か
ら
減
額
変
更
す
る
事
。

②
賞
与
部
門

賞
与
の
「特
別
配
分
」に
「７
，
５
０
０
キ
ロ
で

３
５
，
０
０
０
円
を
支
給
す
る
」ラ
ン
ク
を

設
け
る
事
。

（２
）
労
働
補
償
の
要
求

①
「羽
田
定
額
」は
、
メ
ー
タ
ー
料
金
で
賃
金

計
算
を
行
う
事
。

②
「Ａ
空
転
」の
補
償
は
、
現
行
方
式
か
ら
、
営

収
に
入
れ
る
方
式
に
変
更
す
る
事
。

（３
）
高
速
道
路
帰
路
料
金
の

会
社
負
担
の
要
求

①
首
都
高
速
の
帰
路
料
金
は
全
額
会
社
負
担

と
す
る
事
。

②
外
郭
環
状
線
の
帰
路
料
金
は
全
額
会
社
負

担
と
す
る
事
。

③
圏
央
道
の
帰
路
料
金
は
全
額
会
社
負
担
と

す
る
事
。

２０１４年春闘要求（案）を承認！ 第４０回臨時大会の議案を決定！

【菊
池
執
行
委
員
長
の
挨
拶
】

議長には、鈴木正徳氏（左）

書記には、高田知義氏（右）

中央委員各自が「責任・自覚」を持って頂きた

い事から今期から、中央委員に「任命証」を渡

しました。 （任命証を受け取る鎌田中央委員）

『２
０
１
４
年
春
闘
要
求
書
（案
）

に
つ
い
て
』

（４
）「一
律
３
割
の
減
車
」要
求

（５
）ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
４
輪

装
着
の
要
求
（１
２
月
～
３
月
）

春闘要求（案）を提案する

福島書記長

挨拶する菊池執行委員長

質
疑
応
答

●
首
都
高
速
全
額
会
社
負
担
は
是
非
お
願

い
し
た
い
で
す
。
（藤
田
渉
三
氏
）

（執
行
部
）
首
都
高
速
に
つ
い
て
は
以
前
よ
り

改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
（５
号
線
等
）親
会
社
が

も
っ
と
悪
い
条
件
で
す
の
で
、
そ
れ
以
上
取
る

の
は
難
し
い
で
す
が
、
努
力
し
ま
す
。
現
状
は

営
業
圏
ま
で
は
出
て
い
ま
す
の
で
、
営
業
圏
内

に
入
っ
た
ら
仕
事
を
し
て
下
さ
い
。

●
チ
ケ
ッ
ト
手
数
料
に
つ
い
て
は
精
勤
給
と
の

バ
ー
タ
ー
で
す
が
、
今
回
、
「足
切
り
」
残
業
腰

高
に
つ
い
て
の
要
求
は
何
と
バ
ー
タ
ー
す
る
の

で
す
か
？
（小
野
純
一
氏
）

（執
行
部
）
何
か
と
バ
ー
タ
ー
す
る
予
定
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
祝
日
の
「足
切
り
」を
下
げ
る
こ
と
は
出
来

な
い
の
で
す
か
？
（
佐
藤
幸
雄
氏
）

（執
行
部
）
都
内
の
大
部
分
の
会
社
は
、
オ
ー

ル
歩
合
賃
金
な
の
で
、
土
日
祝
日
の
の
足
切
り

を
下
げ
て
稼
働
率
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
東
洋
交
通
は
時
間
賃
金
の
高
い

基
本
給
が
あ
り
、
月
間
平
均
４
５
０
０
０
円
以

上
で
能
率
給
が
つ
く
賃
金
で
す
。
祝
日
だ
け
足

切
り
を
下
げ
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

（裏面につつく）

真剣に議論する

中央委員の皆さん


